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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月28日(2017.8.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次亜塩素酸ナトリウム５水和物結晶の表面又は内部に含まれる水酸化ナトリウムの濃度
が、０．０１～０．８重量％であり、かつ次亜塩素酸ナトリウム５水和物結晶の表面又は
内部に含まれる水和水以外の含水率が、２．５重量％以下である次亜塩素酸ナトリウム５
水和物結晶。
【請求項２】
　塩素酸ナトリウムの含有量が、２００ｐｐｍ以下である、請求項１記載の次亜塩素酸ナ
トリウム５水和物結晶。
【請求項３】
　結晶形態で輸送・販売される請求項１又は２に記載の次亜塩素酸ナトリウム５水和物結
晶。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の次亜塩素酸ナトリウム５水和物結晶を水に溶解し
た次亜塩素酸ナトリウムの水溶液。
【請求項５】
　次亜塩素酸ナトリウム５水和物結晶を水に溶解した次亜塩素酸ナトリウムの水溶液であ
って、
　前記次亜塩素酸ナトリウム５水和物結晶は、塩素酸ナトリウムの含有量が、２００ｐｐ
ｍ以下であり、前記次亜塩素酸ナトリウム５水和物結晶の表面又は内部に含まれる水和水
以外の含水率が、２．５重量％以下である、次亜塩素酸ナトリウムの水溶液。
【請求項６】
　前記次亜塩素酸ナトリウム５水和物結晶に含まれる塩化ナトリウムが、１．５重量％以
下である請求項５に記載の次亜塩素酸ナトリウムの水溶液。
【請求項７】
　前記次亜塩素酸ナトリウム５水和物結晶の表面又は内部に含まれる水酸化ナトリウムの
濃度が、０．０１～０．８重量％である請求項６に記載の次亜塩素酸ナトリウムの水溶液
。
【請求項８】
　有効塩素濃度が２０％以上、水酸化ナトリウム濃度が２．０～５．０％に調整された次
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亜塩素酸ナトリウム水溶液を、冷却しながら晶析を行うことを特徴とする次亜塩素酸ナト
リウム５水和物結晶の製造方法。
【請求項９】
　水酸化ナトリウム水溶液と塩素ガスを反応させて母液を得る第１工程と、
　前記母液から塩化ナトリウムを固液分離する第２工程と、
　１５～２５℃に設定した前記母液に種晶を添加する第３工程と、
　０～１２℃の冷却終了温度まで、１～２０℃／時間の冷却速度で前記母液を冷却し、次
亜塩素酸ナトリウム５水和物結晶を析出させる第４工程と、
　次亜塩素酸ナトリウム５水和物結晶から次亜塩素酸ナトリウムを固液分離する第５工程
とを備えており、
　前記第２工程において水酸化ナトリウム水溶液を次亜塩素酸ナトリウム水溶液に添加す
ることで、次亜塩素酸ナトリウム水溶液中の水酸化ナトリウムの濃度を２．０～５．０％
に調整する、次亜塩素酸ナトリウム５水和物結晶の製造方法。
【請求項１０】
　第５工程において、２００Ｇ～４００Ｇの遠心力で固液分離を行う請求項９に記載の製
造方法。
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